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取り立てた要素（例えばP)以外の要素 (r, s, t等）の排除、つまり (rゃsでは
なく） Pから qが導かれるという Pの取り立て方は、 qに対する Pの必然的関係の表わ
れと考えることができる。同じく譲歩文において、取り立てた要素(P)以外の要素(r、
S、 t等）の存在の示唆、つまり (rでも Sでも qと成立するが） Pでも qと成立する














図 1 デオンティックモダリティ 図2 条件文と譲歩文
く必然性〉 くしない必然性〉 Pナラバq pナラバqナイ
義務的 ←反対→ 禁止 p~q ←弱反駁→ P令～q
／ 三
許された←反対→ 任意的 P▽q ←弱反駁→ P▽~q  




p~q: 卜／タラ／バイイ P令 ～q:テハイケナイ
~P令 ～q:ナクテハイケナイ etc. ←弱反駁→
/ 
p▽ q :テモイイ ←弱反駁→ ～P▽ q :ナクテモイイ
く可能性〉 くしない可能性〉
表 1 接続表現を含むモダリティ形式の分類
肯定型 否定型 二重否 定 型



























































る。図 3 で「 p~q 」と「～ P 今～ q 」は同等に位置付けられた。両者は共に事態の持
つ効果を損なわないが、語用論的には必ずしも同じではない。以下に具体例を見る。











































4. 2. 1 テモイイ

































自己制御 論理的必然(10) 可能 性(19)、（2)
性無 願望(13)
不可変性の否定的評価(16)
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